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１．概要（Summary） 

マイクロ流体デバイスに用いられる PDMS 製樹脂 

流路へのエクソソームによる吸着性を SPM （Scanning 

Probe Microscope）を用いて評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

ナノサーチ顕微鏡 SPM3[SFT-3500] 

 

【実験方法】 

SPMを使用し、PDMSへのエクソソームの吸着性を測

定した。PDMS流路にエクソソームの懸濁液を流入し、乾

燥したのち、SPMで計測する。分散媒には pH6、7、8の

リン酸緩衝液を用いた。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 SPM を使用し、PDMS へのエクソソームの吸着性を

測定した結果を Fig. 1に示す。 

Fig. 1 SPM images of exosomes. 

 

 

エクソソームの流路への吸着量は、pH により左右され

た。 

pH6、7、8 と増えるにつれて表面被覆率は減少傾向を

たどった。エクソソーム の表面には膜貫通タンパク質が存

在する事が知られている。タンパク質の帯電量、ゼータ電

位は pH によって変化が生じる。pH 変化により帯電量が

変化した事で、帯電した流路-エクソソーム間で生じる反発

力に変化が生じ、吸着量が低減したものと考察した。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし。 
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６．関連特許（Patent） 

なし。 


